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計測方式

プローブ本体内部の内蔵ヒーターがプローブ全体を加熱します。この図では、プローブとフィル
タが赤く光っていて、プローブの加温によってフィルタ内の局所的な空気が高温に保たれる様
子を示しています。次の例に示すように、実際の温度は周囲温度よりも数度高くなっています。

高湿度環境での湿度計測は困難といえます。高湿度による飽和環境では、計測センサを含むすべての表面に結露が発生し、一部
のテクノロジーにとって致命的な場合があります。ヴァイサラHUMICAP®テクノロジーは結露に耐えることが可能ですが、水
の影響から回復し、再び信頼性の高い計測を行うには、時間が必要です。高湿度または時折の結露が予想される典型的な用途
には、乾燥プロセス、テストチャンバー、空調用空気加湿器、気象計測および燃料電池が含まれます。

結露環境でも正確で信頼性の高い計測を維持するには、ヴァイサラのプローブ加温技術をご活用ください。温められたプロー
ブは、センサを常に周囲温度より高く保ち、結露が発生しないようにします。プローブの加熱の欠点は、センサが周囲温度を
検知できないため、相対湿度を計測できなくなることです。ただし、露点や混合比など、温度に依存しない他のパラメータの
計測はできます。また、追加の温度センサを使用して相対湿度を計測することも可能です。

周囲温度：

Ta = 14°C 
RHa = 97％RH 
Tda = 13°C

湿度センサ：

Ts = 16°C 
RH = 83％RH 
Tda = 13°C（計算）

この例に示すように、加熱は露点に影響を与えま
せん。相対湿度やその他の温度関連のパラメー
タが必要な場合は、周囲温度を別の温度プローブ
で計測して、これらのパラメータを計算すること
もできます。

湿度計測器の選択アプリケーションノート
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ヴァイサラのソリューションのいくつかには、加温プローブ技術が含まれています。HMM170、HMT317、HMT337および
HMP7においては、注文時に加温プローブを設定可能です。次の表では、高湿度の産業用途に適したソリューションを一覧
にしました。

  
**  Modbusレジスターに外部温度情報を書き込むことにより、相対湿度計算が可能です。
t) 設定可能：追加温度プローブが必要です。

製品 HMP7 HMT317 HMT337 HMM170

プローブ加温 あり 設定可能 設定可能 設定可能

IP規格 IP66 IP66 IP66/IP65 該当なし

周囲温度センサに 
よりRH計算が可能

**外部温度計測により
可能

なし t)設定可能 **外部温度計測によ
り可能

利用可能な計測パラ
メータ

Td、Tdf、x、ppm、pw 
**（RH、T、a、Tw、 
pws、h、dT）

Td、Tdf、x、pw Td、Tdf、x、 
pw

t)（RH、T、a、 
Tw、pws、h、dT）

Td、Tdf、x、ppm、pw 
**（RH、T、a、Tw、 
pws、h、dT）

電源電圧 18～30VDC 10～35VDC 設定可能：10～35VDC、 
100～240VAC、 
50/60Hz

15～35VDC

デジタル出力 RS-485： 
Modbus RTU

RS-232： 
シリアルASCII

設定可能なRS-485： 
Modbus RTUまたはシリ
アルASCIIイーサネット： 
Modbus TCPまたはシリ
アルASCII

RS-485： 
Modbus RTU

アナログ出力 追加のIndigo変換器
が必要

2個 2個（オプションで3番目） 3個

ディスプレイ なし 設定可能 なし

パラメータ化 Insightソフトウェア 端末プログラム 
（PuTTYなど）

端末プログラム 
（PuTTYなど）

Insightソフトウェア

USBケーブル 
（別売）

242659 238607 219685 219690

製品 

https://www.vaisala.com/ja/hmp7
https://www.vaisala.com/ja/hmt310
https://www.vaisala.com/ja/hmt330
https://www.vaisala.com/ja/hmm170
https://www.vaisala.com/sites/default/files/documents/HMT310%20Order%20Form%20US.pdf
https://www.vaisala.com/sites/default/files/documents/HMT330%20Order%20Form%20Global.pdf
https://www.vaisala.com/sites/default/files/documents/HMM170%20Order%20Form.pdf
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前ページの表に記載されているすべての製品は、同じ12mmセンサヘッドを共有し
ています。用途に応じて、以下のようなさまざまな取り付けアクセサリを利用する
ことができます。

ダクト取り付けキット10697（HMT337温度プローブの場合は215003）

耐圧スウェージロック取り付けキットSWG12ISO38（ISO3/8”ネジ）または
SWG12NPT12（NPT1/2”ネジ）（HMT337温度プローブの場合はSWG6ISO18
（ISO1/8”ネジ）またはSWG6NPT18（NPT1/8”ネジ））

HMP247CG:ケーブルグランドによる気密性のある取り付け

プローブ取り付け

1

2

3456

105...355 mm

B 4.2 x 16 DIN 7981

drilling 16 ... 22 mm

50 mm
75 mm

80 mm

38 mm

P = max 10 bar
T = max 180 °C

1 2 3 4 5

1

3 2

1

2

ドリル16～22mm
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絶縁および液漏れ防止プロセス接続

高湿度と温度変化が同時に起こる状況では、湿度プローブの設置場所を選択するのは困難な場合があります。

たとえば、排気の湿度が飽和に近く（95%RH）温度が40°Cの乾燥用途で、フィルタがプロセス内にあり、センサの半分が25°Cの
周囲温度にあるようにセンサヘッドが取り付けられている場合、どのようなことが起こるでしょうか。この状況では、プローブの加温
でさえ、金属製のプローブ本体を通じた熱伝導によって引き起こされる熱損失を補償できない場合があります。熱損失によりプロセ
ス側にコールドスポットが形成され、結露により計測が不正確になります。ここでの解決策は、プローブを完全に絶縁することです。

プロセスガスが外気よりも冷たい場合は、プローブのプロセス接続を密にすることが重要です。接続に漏れがあると、暖かく、場合に
よって湿気のある空気がシステムに流入し、センサの近くで結露して計測の問題が発生する可能性があります。

PEM燃料電池用途などの過酷な条件

過酷な用途では、周囲温度を数度上回るだけでは十分ではない場合もあります。そのような用途の一例は、高分子電解質膜（PEM）
燃料電池です。このような特殊用途に固有な構成は、HMT330シリーズおよびHMT310シリーズの注文フォームにあります。これら
の構成バージョンは、プローブヘッドをより高い電力で加熱することにより、過酷な条件に耐えるように設計されています。加熱機能
はInsightソフトウェアで自由に構成できるため、これらの用途でHMP7およびHMM170を使用することもできます。

まとめ

センサの飽和は、高湿度および結露環境では、プローブ加温技術を備えた機器を使用することにより回避できます。これに加えて、適
切な絶縁を行った漏れのない取り付けにより、信頼性の高い湿度計測のための最良の環境が保証されます。

このドキュメントの比較表は、用途に適した製品を選択するのに役立ちます。より詳細な製品情報と特長は、データシート、ユーザー
マニュアル、および注文フォームに記載されています。

詳細は以下よりお問い合せください。
www.vaisala.com/ja/contactus
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